
　
　
　
　
　
　
　

　
世
界
中
の
イ
ス
ラ
ム
金
融
情
報
を
扱

う
『Islam

ic Finance N
ew
s

』
紙
が
、

年
間
で
最
も
優
れ
た
イ
ス
ラ
ム
金
融
取

引
を
称
え
る
「D

eals of the Year 20
16

」。
こ
の
名
誉
あ
る
賞
に
輝
い
た
の

が
、
ヨ
ル
ダ
ン
政
府
が
発
行
す
る
ス
ク

ー
ク
だ
。
ス
ク
ー
ク
は
利
子
を
取
る
こ

と
を
禁
止
し
て
い
る
イ
ス
ラ
ム
法
を
遵

守
し
た
イ
ス
ラ
ム
金
融
商
品
で
、
こ
れ

ま
で
日
本
は
発
行
の
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
に
協
力
し
て
き
た
。

　
ヨ
ル
ダ
ン
で
は
、
人
口
の
約
１
割
に

あ
た
る
60
万
人
以
上
の
シ
リ
ア
難
民
の

流
入
や
、
長
期
化
す
る
パ
レ
ス
チ
ナ
難

民
の
受
け
入
れ
に
よ
っ
て
、
国
の
財
政

が
逼
迫
し
て
い
る
。
ま
た
、
石
油
や
天

然
ガ
ス
な
ど
の
資
源
を
持
た
ず
、
降
水

ク
ー
ク
を
発
行
す
る
こ
と
で
、
運
用
先

が
必
要
な
銀
行
か
ら
資
金
を
調
達
し
よ

う
と
考
え
た
。

　
ヨ
ル
ダ
ン
政
府
か
ら
支
援
の
要
請
を

受
け
た
日
本
は
、
２
０
１
４
年
と
15
年

に
、同
国
政
府
の
財
政
運
営
の
強
化
や
、

電
力
・
水
と
い
っ
た
公
的
サ
ー
ビ
ス
分

野
の
効
率
化
を
目
的
と
し
た
円
借
款
事

業
を
行
っ
た
。
こ
の
事
業
で
は
、
ス
ク
ー

ク
法
案
の
閣
議
決
定
や
、
ス
ク
ー
ク
発

行
を
含
む
予
算
書
の
国
会
提
出
な
ど
を

政
策
達
成
目
標
に
定
め
た
。
さ
ら
に
、

イ
ス
ラ
ム
金
融
商
品
の
開
発
な
ど
を
行

う
「
イ
ス
ラ
ム
民
間
開
発
公
社
（
Ｉ
Ｃ

Ｄ
）」
と
連
携
を
図
り
、
同
国
政
府
に

対
し
て
ス
ク
ー
ク
発
行
に
向
け
た
支
援

を
行
っ
た
。
イ
ス
ラ
ム
金
融
に
深
い
知

見
を
持
ち
、
支
援
の
実
績
も
豊
富
な
Ｉ

Ｃ
Ｄ
と
手
を
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
現

地
の
宗
教
関
係
者
な
ど
イ
ス
ラ
ム
法
に

厳
格
な
立
場
の
人
に
も
、
ス
ク
ー
ク
に

対
す
る
理
解
を
少
し
ず
つ
深
め
て
い
く

こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
昨

年
10
月
、
ヨ
ル
ダ
ン
政
府
は
普
段
発
行

す
る
国
債
よ
り
も
安
い
調
達
コ
ス
ト

で
、
初
の
ス
ク
ー
ク
を
発
行
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
の
２
カ
月
後
、
日
本
は

金
融
分
野
や
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
改
善
を

目
的
と
し
た
新
し
い
円
借
款
契
約
を
ヨ

ル
ダ
ン
政
府
と
締
結
。
同
国
の
自
立
的

な
経
済
発
展
を
引
き
続
き
支
援
し
て
い

く
方
針
だ
。

　
一
方
、
開
発
途
上
国
へ
の
支
援
や
国

際
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
る
た
め
の
資

金
調
達
手
段
と
し
て
日
本
国
内
で
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
の
が
、
J
I
C
A
債

だ
。
J
I
C
A
債
は
２
０
０
８
年
か
ら

発
行
さ
れ
、
調
達
資
金
は
全
額
、
政
府

開
発
援
助
（
O
D
A
）
の
円
借
款
と
海

外
投
融
資
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

　
昨
年
６
月
、
欧
州
を
中
心
に
約
４
５

特集 金融支援
生活を支え、産業を開く

０
の
金
融
機
関
が
加
盟
す
る
国
際
資
本

市
場
協
会
（
I
C
M
A
）
は
、
社
会
課

題
の
解
決
を
目
的
と
し
た
資
金
を
調
達

す
る
た
め
の
債
券
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ボ
ン

ド
（
社
会
貢
献
債
）」
の
定
義
と
要
件

を
公
表
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
債
は
日
本
市
場
で
初
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
ボ
ン
ド
と
し
て
９
月
に
発
行
が
開
始

さ
れ
、
投
資
家
か
ら
改
め
て
関
心
を
集

め
た
の
だ
。
ま
た
、
２
０
１
５
年
に
国

連
で
採
択
さ
れ
た
持
続
可
能
な
開
発
目

標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
）
を
達
成
す
る
た
め
に

日
本
政
府
が
策
定
し
た
具
体
的
施
策
の

中
で
も
、「
J
I
C
A
債
の
発
行
を
通

じ
て
国
内
の
民
間
資
金
を
成
長
市
場
で

あ
る
開
発
途
上
国
の
た
め
に
動
員
す

る
」
と
い
う
項
目
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。

　
J
I
C
A
債
を
購
入
す
る
投
資
家

は
、
保
険
会
社
や
信
用
金
庫
、
自
治
体

な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
こ
の
う
ち
、
損
害
保

険
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
株
式
会
社
は
、

昨
年
初
め
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ボ
ン
ド
と

し
て
の
J
I
C
A
債
へ
の
投
資
を
決

め
た
。「
J
I
C
A
は
誰
も
が
知
っ
て

い
る
援
助
機
関
で
あ
り
、
そ
の
信
用
力

が
投
資
を
決
め
た
理
由
の
一
つ
で
す
」

と
同
社
・
投
融
資
部
の
砺
波
政
明
担
当

量
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
電
力
・
水
分

野
の
歳
出
が
膨
ら
み
財
政
赤
字
の
大
き

な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
赤
字
の
解
消

や
削
減
に
向
け
て
、
資
金
調
達
コ
ス
ト

の
低
減
や
、
資
金
調
達
手
段
の
多
様
化

が
す
ぐ
に
で
も
必
要
な
状
況
に
あ
る
。

　
一
方
、
国
内
の
イ
ス
ラ
ム
銀
行
は
資

金
の
運
用
先
が
見
つ
か
ら
ず
に
い
た
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
資
金
が
必
要
な

政
府
は
、
新
た
な
金
融
商
品
と
な
る
ス

開
発
途
上
国
の
支
援
に

日
本
初
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ボ
ン
ド

政
府
と
銀
行
を
つ
な
ぎ

財
政
再
建
へ
の
一
助
に

部
長
は
話
す
。

　
C
S
R
の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て

い
る
同
社
は
、
気
候
変
動
に
よ
る
農
業

経
営
リ
ス
ク
の
軽
減
を
目
的
と
し
た

「
天
候
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
保
険
」
を
タ
イ

で
提
供
。
現
在
は
J
I
C
A
と
協
力
し

な
が
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
同
様
の
保
険

の
開
発
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
グ
ル

ー
プ
会
社
で
あ
る
損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本

興
亜
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会

社
は
、
日
本
の
「
エ
コ
フ
ァ
ン
ド
」
の

先
駆
け
と
し
て
、
環
境
対
策
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
む
企
業
に
投
資
す
る
投

資
信
託
を
提
供
し
て
い
る
他
、
E
S
G

（
環
境
・
社
会
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
面
の

評
価
が
高
い
企
業
に
投
資
す
る
投
資
信

託
も
提
供
し
て
い
る
。

　「
事
業
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
す
る

と
い
う
私
た
ち
グ
ル
ー
プ
の
経
営
理
念

に
、
J
I
C
A
債
は
ま
さ
に
合
致
し
て

い
ま
す
。
世
界
に
比
べ
て
日
本
は
Ｅ
Ｓ

Ｇ
投
資
へ
の
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
同
時
に
ま
だ
ま

だ
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
拡
大
し
て
い
く
余
地

は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
砺
波
さ

ん
は
今
後
の
E
S
G
投
資
の
広
が
り
へ

の
期
待
を
示
す
。

　
市
場
の
育
成
・
活
性
化
に
貢
献
し
た

債
券
発
行
体
な
ど
を
称
え
る
賞
「DEA

L
W
AT
CH
 AW
A
RDS  2016

」（
ト
ム
ソ

ン
・
ロ
イ
タ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ツ
株
式
会
社

主
催
）の
社
債
部
門
で
、「Bond Issuer 

of the Year

」に
輝
い
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
債
。

今
後
ま
す
ま
す
金
融
市
場
で
存
在
感
を

発
揮
し
そ
う
だ
。

ヨルダン政府のスクーク発行に向けた
実務能力強化を目指して、既にイスラム
金融が発展しているマレーシアで研修
を行った

金
融
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
が
、
市
場
に
余
っ
て
い
る
資
金
を
集
め
、

必
要
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
資
金
を
流
す
こ
と
。

財
政
赤
字
に
悩
む
ヨ
ル
ダ
ン
と
、
民
間
資
金
の
動
員
を
模
索
す
る
J
I
C
A
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
新
し
い
資
金
調
達
手
段
を
通
じ
て
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。損害保険ジャパン日本興亜株式会社が

開催したSDGsの社内研修会

「天候インデックス保険」の開発にあたって、損害保険ジャパン日本興亜株式会社の担当者が
ミャンマーでヒアリング調査を行った

ひ
っ
ぱ
く

と   

な
み

from

Jordan
ヨルダン

必
要
な
お
金
を
、必
要
な
人
に

ドバイのホテルで行われた「Deals of the Year 
2016」の表彰式。ヨルダン政府やICDの担当
者と共に、JICA職員も出席した

アンマン
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